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J展示航空機清掃J 金木町自衛隊協力会 
芦野公園内に設置してあるT - 2 展示航空機の清掃作業を 4 刀25日、金木町自

衛隊協力会（会長＝沢山茂）が行いました。 

この日集まった会員16名は、はしごにのぼり水をかけ、油性洗剤とペーパータ

オルで汚れを丁寧に拭き取ったり、周辺のゴミ拾いや草取りに汗を流しました。 

清掃を終えた会員たちは、「桜まつりに訪れた観光客が機体に触れても大丈夫」 

と話していました。 

lスモーキン．ククーンJ 金木煙草販売協同組合 
芦野公園桜まつり最終日の 5月 5日、金木煙草販売協同組合（会長＝今

清比古）が公園内の清掃を行いました。 

これはスモーキンクリーンキャンペーンにあわせて行われたもので、組

合員26名が参加して吸殻やゴミなどを拾い集めました。 

また、当日はテイシユと携帯灰皿を配布し、煙草の投げ捨て防止を呼び

かけていました。 

『花し》っぱし〕J 金木町重謡を歌う会 
5月 9日、金木町童謡を歌う会（会長＝小山内トシェ）が金木町中央公

民館前の花壇に花を植え、周囲の草取りに汗を流しました。 

この日参加した会員23人は、明るい町づくりのためにとベコニア、ペチ

ュニアなどをきれいに植えていました。このあと会員の皆さんは、金木消

防署や金木病院など 4箇所ヘプランタを配布し、訪れる人たちの心を和ま

せていました。 

で き こ と 

和凧・洋凧 競演 
桜満開の 4 月30日、オートキャンプ場の上空に和凧10台、洋凧 

10台が悠々と舞い、桜まつりに訪れた観光客やキャンプ客が見入
っていました。 

この競演は日本の凧の会津軽カイト支部が、国際交流の一環と
して招待したアメリカやオーストリアなどのカイトマスターたち
と、金木町凧の会との交流を目的として行われたもので、和凧と
洋凧の構造などの意見を交わし会員との交流を深めていました。 

また、スポーツカイトの第一人者ロン・デスポハド氏（全米選
手権4度優勝）ら 4人が 4台のカイトを操り、華麗で奇抜な演技
を披露して見物客を楽しませていました。 
この後、オートキャンプ場で交流会を行い、祝杯を交わして親

ぽくを深めていました。 

～
一
声
編
→
 

, 	. 	, 	 , ,, 、 b 	 ． い血」血二， →王~ 

「層瞬 フ17プー’V ソーニノpU番 
金木町ナイター・Vリーグ戦実行委員会（委員長＝福長勝義）主催の第11回金

木町ナイター・Vリーグ戦大会の開会式が 5月 8 日、農業者トレーニングセンタ 
ーで開催されました。 
開会式は、全9チーム、選手90人が参加して行われました。はじめに前回優勝

のドンブラーズが優勝杯を返還し、大会長の鳴海町長が「大会期間中、ケガのな
いよう頑張ってください」とあいさつしたのに続き、選手を代表して上町クラブ
の今隆志選手が「正々堂々とプレーします」と力強く選手宣誓をしました。 
この後、AコートとBコートに分かれて4試合を開始しました。大会は農業者 

ー トレーニングセンターで毎週火曜日に2回総あたりの72試合を行い、 9月下旬ま 
” で熱戦が繰り広げられます。 
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コースを激走する

成 田 亮選手 

老齢基礎年金の減額率が 

変わります 

昭和16年 4月 2日以降生まれの方から、 

老齢基礎年金の繰上げ請求を行った場合 

の減額率が変わります。 

これまでは、繰上げ請求時の満年齢に

応じた減額率でしたが、改正後は繰上げ

請求月から65歳到達月までの月数に 0. 5 

％を乗じた率が減額率になりました。 

なお、昭和16年 4月 1日以前に生まれ

た方については、これまでどおり60歳で 

42%、 61歳で35%…の減額率が適用され

ます。 

ま ち の 

モ卜クロス 
卜ップライダー激走 

5 月 2日、金木町モータースポーツランドで全日本モト

クロス国際A級250cc クラスランキング1位の熱田孝高選手 

(TEAM HRC)、 2位の成田亮選手（Team SUZUKI)、 3位の

小田切一剛選手（TEAM HRC）らが強化練習を行いました。 

これは全日本モトクロス選手権第 3戦に向け、木造町出

身の成田選手の紹介で青森県内の各コースで強化練習を行

ったもので、熱田選手によると「金木町にもコースがある

と聞き訪れて見ました。今日が最終日で、いいコースで調

整を行うことができます」と話していました。 

この後も、 5月13日の選手権第 3戦（広島）に向け、当

コースを 4 台のモトクロスマシンがタイム計測をしながら

練習に励んでいました。 

町内交通危険箇所検証 5/6 

●場 所 金木幼稚園付近の交差点 

●道路図 

●交通状況 

ふるさとづくり町道整備事業により道幅が広くなったため車

の通行量が増え、また交差点が下り坂になっていることから車

の速度が出やすいが、小・中学生の通学路と交差していることや

近くに幼稚園があることから大変危険な交差点となっています。 

●検 証 

この交差点は①、②、③共に下り坂となっており、出合い頭

の事故が発生しやすくなっています。 

これまでも地域住民から危険箇所として苦情が寄せられてい

ますが、道路形状からなかなか改善できないため、ドライバー 

ー人ひとりが通行する際、減速・徐行することを心がけるよう

にしましょう。 
金木町交通安全対策協議会 
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ガ
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四
月
二
十
ニ日
、
昨
年
「
津
軽
半
島

太
宰
ゆ
かり
の
地
」
を
案
内
し
た
と
き

の
K
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。
四
月

二
十
五
日
、
団
体
客
が
「
斜
陽館
」
を

中
心
に
津
軽
皿古
『
一
周
す
る
の
で
、ガ

イ
ド
し
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
だ
っ
た
。
 

本
来
な
ら
ば
受
け
る
の
だ
が
 「
会誌

曇
）
j
J編
集
作
業
で
忙
殺
、
青
森
出

張
も
入
っ
て
い
た
の
で
丁
重
に
断
っ

た
。
 

そ
の
夜
、直
接
社
長
か
ら
電
話
が
入

っ
た
。
「も
し
か
し
て
五
所
川
原
小
学

校
に
い
た
木
下
…
、
P
T
A
副
会
長
や

っ
た
T
だ
。
東
京
か
ら
大
事
な
お
客
が

津
軽
一
周
観
光
にく
る
の
だ
。な
ん
と

か
頼
む
。」
 
こ
の一
言
で引
き
受
け
て

し
ま
っ
た
。
 

共
 
通
 

券
 

東
京
都
仏
導
会
一行
十
五
名
。
午
前

九
時
「
斜
陽
館
」
 
へ
。入
館
料
五
百
円

支
払
っ
た
の
を
、
す
ぐ
共
通
券
七
百
円

に
変
更
さ
せ
た
。
「津
軽
三
味
線
会館
」
 

に
も
案
内
す
る
た
め
だ
。
午
前
十
時
か

ら
三
味
線
演
奏
が
始
ま
る
。
斜
陽
館
案

内
は
一
時
間
が
勝
負
。
太
宰
治
と
生
 
 

家
・
生
い
立ち
・
太
宰
文
学
の
魅
力
と

本
質
等
を
要
約
し
て
ガ
イ
ド
。
「太
宰

治
っ
て
す
ご
い
ん
だ
ね
、
斜
陽
館
に
来

て
よ
か
った
。」
 

津
軽

三
味
線
会

館

へ
 

は
か
ま
 

十
時
過
ぎ
入
館
。
白
い
袴
に
赤
い
紋

付
き
姿
の
ま
ん
じ
愛
華
さ
ん
が
出
演

中
。
袴
姿
は
男
性
的
だ
が
津
軽
美
人
。
 

数
曲
弾
い
た
後
、演
奏
者
二
人
が
加
わ

り
津
軽
じ
ょ
ん
か
ら
節
を
演
奏
。
冴
え

た
高
い
調
子
に
哀
感
を
に
じま
せ
、
汗

を
し
た
た
ら
せ
て
熱
狂
的
に
弾
き
ま
く

る
。
こ
ま
や
か
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
な

や
か
さ
。
そ
し
て
太
悼
三
味
線
の
高
音

が
会
場
い
っ
ぱ
い
に
響
く
。
そ
の
迫
力

と
津
軽
三
味
線
の
情
感
（
魂
）
に魅
せ

ら
れ
感
動
の
拍
手
が
起
こ
る
。
一
回11
1
 

十
分
で
、
 一
日四
回
の
演
奏
。
い
つ
行

っ
て
も
津
軽
三
味
線
演
奏
が
聴
け
る
。
 

三
百
円
の入
館
料
で
…
。
 

そ
の
あ
と展
示
室
へ
案内
。
津
軽
1
1
1
 

味
線
の
元
祖
「仁
太
坊
」
 
こ
と
秋元
仁

太
郎
。
津
軽
民
謡
の
中
興
の
祖
と
言
わ

れ
る
嘉
瀬
の
黒
川
桃
太
郎
。
津
軽
三
味

線
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
白
川
軍
八
郎
。
 

展
示
内
容
がき
め
細
か
に
配
慮
さ
れ
て

わ
か
り
や
す
い
。
 

世
界
的
に有
名
に
な
っ
た
津
軽
三
味

線
の
歴
史
、そ
の
基
礎
が
築
か
れ
て
い

く
過
程
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
世
界
の

弦
楽
器
と
、細
悼
・
中悼
・
太
悼
」
味

線
が
置
か
れ
、音
色
も
聴
け
る
。
芸
能

コ
ー
ナ
ー
に
は
、
嘉
瀬
の
奴踊
り
・
さ

な
ぶ
り
荒
馬
・
登
山
灘
子
が金
木
的
で
 

嬉
し
い
。
こ
の
ほ
か
多
目
的
ホ
ー
ル
、
 

野
外
ス
テ
ー
ジ
も
あ
り
ユ
ニ
ー
ク
だ
。
 

金
木
町
が
世
界
に
誇
れ
る
二
大
メ
モ

リ
ア
ル
・
ホー
ル
 
「斜
陽
館
」
と
「
1
1
1
 

味
線
会
館
」
を
共
通
券
で
巡り
、
お
客

さ
ん
は
満
足
。
最
後
は
観
光物
産
館
マ

デ
ィ
ニ
ー
に
。
 

半
島

一
周
コ
ー
ス

へ
 

ま
ず
は
芦
野
公
園
太
宰
治
文
学
碑

へ
。
 “撰
ば
れ
て
あ
る
こ
と
の
／
悦
惚

と
不
安
と
／
二
つ
わ
れ
に
あ
り
〈
。
四

分
咲
き
の
桜
、
松
の
緑
、
湖
面
の
青
さ

と
不
死
鳥
の
金
色
が
調
和
し
て
い
た
。
 

バ
ス
は
小
泊
に
向
か
っ
て
北
上
。
太

宰
治
が
“浅
い
真
珠
貝
に
水
を
盛
っ
た

よ
う
な
、
気
品
が
あ
る
が
は
か
な
い
感

じ
の
湖
で
あ
る
ク
と
描
い
た
十
三
湖
。
 

新
緑
の
山
を
越
え
る
と
、
真
っ
青
な
日

本
海
。
そ
の
西
南
方
向
に
、白
っ
ぼ
い

岩
木
山
が小
さ
く
海
上
に
浮
か
ん
で
見

え
る
。
め
っ
た
に
見
ら
れ
な
い
光
景
に

大
喜
び
。
 

そ
し
て
小
説
「
津
軽
」
 
の
像
記
念
館

へ
。
“全
く
無
憂
無
風
の
状
態
であ
る
。
 

平
和
と
は
、
こ
ん
な
気
持
ち
の
事
を
言

ふ
の
で
あ
ろ
う
か
）
。
太
宰
治
と
タ
ケ

像
前
で
記
念
撮
影
。
館
長
の
配
慮
で
 

「漁
火
記
念
館
」
で
昼
食
。
T
氏
奥
さ

ん
の
手
料
理
が心
づ
く
し
い
っ
ぱ
い
、
 

舟
黙

灘
の
如
き
接
待
だ
った
o
 

津
軽
半
島
北
端
に
向
け
て
車
は
進

む
。
春
霞
た
な
び
く
日
本
海
の
雄
大
さ

に
圧
倒
さ
れ
る
。
女
性
的
で
微
妙
に
変

化
し
て
流
れ
落
ち
る
「
七
ッ
滝
」
 
に感

嘆
の
声
。
更
に
北
上
を
続
ける
と
、
北

海
道
南
端
がす
ぐ
そ
こ
に
見
え
る
。
北
 

ゆ
う
げ

ん
 

端
未
知
の
幽
玄
な景
観
と
新
緑
の
優
し

さ
が
映
え
る
。
初
春
の
絶
景
を
十
分
に
 

た
ん
の
う
 

堪
能
し
た
。
 

三
厩
応
卑
田
・奴
踊
り
 

龍
飛
岬
の
太
宰治
文
学
碑
へ
。
 ぐ
」
 

こ
は
、
本
州
の
袋
小
路
だ
。
…
こ
こ
に

於
い
て
諸
君
の
蹴は
全
く
か
き
る
の
で

あ
る
ク
。
昭
和
五
十
年
十
月
九
日
、
平

山
四
十
三
の
遺
族
こ
れ
を
建
て
る
。
 

お
く
や
 
ぎ

け
い
じ
 

ほ
ん
か
く
 

途
中
、
奥
谷
旅
館
、
義
経
寺
、
本
覚

寺
を
車
中
で
説
明
し
蟹
田
町
へ
。
昭
和

十
九
年
五
月
十
四
日
、
太
宰
治
は
『
津

軽
』
取
材
中
、
中
村
貞
次
郎
ら
と
酒
を
 

く
 
か
ん
ら
ん
ざ

ん
 

酌
み
交
わ
し
た
観
潤
山
。
昭
和
三
十
一

年
八
月
六
日
、県
内
最
初
の
太
宰
治文

学
碑
。
 クか
れ
は
／
人
を
喜
ば
せ
る
の

が
／
何
よ
り
も
／
好
き
で
あ
っ
た

ー
％

こ
れ
は
太
宰
治
の
サ
ー
ビ
ス
精
神
で
あ

り
、
優
し
さ
で
も
あ
る
。
今
回
の
ガ
イ

ド
も
こ
れ
に
尽
き
る
。
帰
路
、
斜
陽
を

眺
め
、
五
所
川
原
ま
で
太
宰
治
を
語
り

続
け
る
。
ホ
テ
ル
着
十
八
時
だ
っ
た
。
 

タ
食
会
に
秘
書
と
招
か
れ
る
。
二
十

数
年
ぶ
り
の
T
さ
ん
、
会
の
方
々
と
乾

杯
し
親
交
を
深
め
る
。
つ
い
で
に秘
書

と
「
嘉
瀬
の
奴踊
り
」
を
披
露
。
き
ょ

う
一
番
の
拍
手
。
奥
さ
ん
方
も
踊
り
に

挑
戦
、
秘
書
張
り
切
る
。
モ
ツ
ケ
つ
い

で
に
カ
ラ
オ
ケ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
。
十
日

間
声
が
れ
で
苦
し
ん
だ
。
 

か
り
 

ル世
人
は
暇
に
そ
の
科
目
を
愛
と
呼

ん
で
い
る
o
人
の
心
の
協
れ
合
ひ
を
研

究
す
る
科
目
で
あ
る
。
私
は
こ
の
た
び

の
旅
行
に
於
い
て
、
こ
の
一
科目
を
追

及
し
た
。
ク
 
（
太
宰
治
「
津
軽
』
よ
り
）
 

「津軽三味線会館」展示室 

(
 

(
 



(
 

(
 

金
木
病
院
力
ル
テ
⑩
 

骨

粗

霜
症
に
 

つ
 
い
て
 

整
形
外
科
 
中

村
 
吉
秀
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
昨
年
の

十
月
に
牧
野
先
生
が
腰
痛
の
治
療

法
に
つ
い
て
、
今
年
の
二
月
に
は

成
田
先
生
が
膝
関
節
の
痛
み
に
つ

い
て
ご
説
明
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

今
回
は
腰
痛
の
中
で
も
、
特
に
骨

粗
懸
病
に
伴
う
腰
痛
の
治
療
法
に

つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

特
に
女
性
で
は
五
〇
歳
を
越
え
、
 

閉
経
を
迎
え
る
と
骨
の
量
が
急
激

に
減
少
し
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は

必
ず
し
も
病
的
な
状
態
と
は
言
え

ま
せ
ん
が
、
骨
の
減
り
方
が
あ
ま

り
に
ひ
ど
い
と
軽
微
な
外
傷
で
骨

折
を
起
こ
し
た
り
、
慢
性
的
な
脊

椎
の
骨
折
に
よ
り
腰
背
痛
を
き
た

し
た
り
し
ま
す
。
骨
折
に
対
し
て

は
骨
が
弱
い
こ
と
に
注
意
し
つ
つ
、
 

基
本
的
に
は
健
康
な
人
に
お
き
た

場
合
と
同
様
な
治
療
を
行
い
ま
す
。
 

そ
れ
で
は
、
腰
痛
の
治
療
に
は

ど
の
よ
う
な
方
法
が
あ
る
で
し
ょ

う
か
。
 

ー
．
外

用
剤
 

従
来
の
湿
布
や
軟
膏
に
は
局
所

の
清
涼
効
果
や
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
エ

キ
ス
を
含
む
も
の
で
は
灼
熱
感
を
 
 

起
こ
し
温
熱
効
果
を
期
待
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
メ

カ
ニ
ズ
ム
で
沈
痛
に
つ
な
が
る
の

か
は
不
明
で
し
た
。
し
か
し
最
近

で
は
数
種
類
の
消
炎
鎮
痛
剤
を
有

効
成
分
と
し
て
含
む
軟
膏
、
ク
リ
 

ー
ム
、
貼
付
剤
（
湿
布
）
が
発
売

さ
れ
全
身
性
の
影
響
な
し
に
局
所

で
の
薬
物
濃
度
を
上
げ
、
効
果
が

期
待
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
 

2
・
坐
 
薬
 

消
炎
鎮
痛
剤
を
直
腸
粘
膜
か
ら

吸
収
さ
せ
る
方
法
で
す
。
食
事
と

の
関
係
な
く
使
用
で
き
る
な
ど
の

利
便
性
が
あ
り
、
胃
腸
障
害
が
比

較
的
少
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

が
薬
物
が
血
液
中
に
吸
収
さ
れ
る

点
で
は
内
服
薬
と
同
じ
で
皆
無
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
 

3
．
内

服
薬
 

骨
を
増
加
さ
せ
る
薬
物
と
し
て
、
 

カ
ル
シ
ウ
ム
剤
や
ビ
タ
ミ
ン
D
製

剤
が
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

過
量
投
与
に
よ
り
血
液
の
カ
ル
シ

ウ
ム
濃
度
が
高
く
な
り
す
ぎ
る
と

危
険
で
す
の
で
医
師
の
指
示
を
守
 

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
最
近
で
は

ビ
タ
ミ
ン
K
製
剤
も
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
納
豆
に
多
く
含
ま
れ
る

ビ
タ
ミ
ン
K
が
、
骨
を
増
や
す
効

果
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。
し
か
し
こ
の
ビ
タ

ミ
ン
は
血
液
を
固
ま
り
ゃ
す
く
す

る
効
果
も
あ
る
た
め
、
心
臓
の
病

気
な
ど
で
血
液
を
固
ま
り
に
く
く

す
る
薬
を
飲
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
人
な
ど
に
は
使
用
で
ま
せ
ん
。
 

や
は
り
医
師
の
指
示
に
従
っ
て
使

用
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

女
性
ホ
ル
モ
ン

（
エス
ト
ロ
ゲ

ン
）
も
有
効
な
薬
物
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
と
く
に
女
性
の
閉
経
後
の

骨
粗
巻
病
に
は
有
効
で
す
。
不
正

性
器
出
血
を
伴
う
こ
と
が
あ
り
日

本
で
は
あ
ま
り
普
及
し
て
い
ま
せ

ん
が
欧
米
で
は
む
し
ろ
第
一
選
択

的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
 

痛
み
の
根
底
に
は
炎
症
も
関
係

し
て
い
る
と
の
考
え
か
ら
抗
炎
症

剤
が
鎮
痛
目
的
に
使
用
さ
れ
、
筋

肉
の
れ
ん
縮
（
緊
張
し
て
つ
っ
ぱ

る
こ
と
）
も
痛
み
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
一
部
で
あ
る
と
の
考
え
か
 
 

ら
筋
弛
緩
剤
も
併
用
さ
れ
ま
す
。
 

胃
腸
障
害
は
消
炎
鎮
痛
剤
使
用
で

頻
繁
に
み
ら
れ
る
副
作
用
で
す
。
 

症
状
に
応
じ
た
投
与
量
の
調
節
、
 

重
複
投
与
を
避
け
、
無
意
味
か
つ

長
期
間
に
わ
た
る
同
じ
薬
物
の
投

与
は
控
え
た
方
が
よ
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

4
．
注

射
薬
 

骨
の
量
を
増
加
さ
せ
る
効
果
を

持
つ
薬
物
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
薬
に
は
仕
組
み
は
不
明
で
す

が
痛
み
を
和
ら
げ
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。
一
週
間
に
ー
な
い
し
二
回

の
投
与
で
五
な
い
し
十
回
の
投
与

を
行
う
の
が
一
般
的
で
す
。
長
期

に
わ
た
る
投
与
で
、
薬
の
効
果
が

減
っ
て
く
る
と
い
わ
れ
て
い
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
 

痛
み
を
誘
発
す
る
部
分
に
麻
酔

薬
を
う
つ
方
法
は
背
骨
の
関
節
や

神
経
の
根
本
の
痛
み
を
伴
う
場
合

に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
骨
粗
抵
病
に
対
し
て
行
わ

れ
る
こ
と
は
ま
れ
で
す
。
即
効
性
、
 

一
時
的
効
果
は
望
ま
れ
ま
す
が
原

因
に
た
い
す
る
治
療
法
で
は
な
く

感
染
や
薬
物
ァ
レ
ル
ギ
ー
の
問
題

も
あ
り
乱
用
は
避
け
た
方
が
よ
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
様
に
硬
膜

外
ブ
ロ
ッ
ク
と
い
う
脊
椎
の
中
を

通
る
神
経
周
囲
に
直
接
麻
酔
薬
を

注
入
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
 
 

血
圧
低
下
な
ど
の
重
篤
な
合
併
症

が
起
こ
り
得
る
た
め
、
体
動
困
難

な
ほ
ど
激
し
い
痛
み
を
伴
う
人
を

除
い
て
は
行
う
こ
と
は
少
な
い
よ

う
で
す
。
 

以
上
述
べ
て
き
た
薬
物
療
法
の

ほ
か
に
理
学
療
法
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
温
熱
療
法
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
強
力
な

マ
ッ
サ
ー
ジ
ゃ
按
摩
は
特
に
高
齢

者
に
お
い
て
は
危
険
で
す
。
ま
た

慢
性
的
な
病
気
で
す
か
ら
、
外
来

で
短
時
間
し
か
行
う
こ
と
が
で
き

な
い
治
療
法
で
ど
の
程
度
の
効
果

が
あ
げ
ら
れ
る
か
は
不
明
で
す
。
 

し
か
し
、
一
般
に
温
熱
を
与
え
る

こ
と
は
有
効
と
い
わ
れ
、
特
に
毎

日
の
入
浴
は
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
骨
を
弱
ら
せ
な
い

た
め
に
は
、
絶
え
ず
運
動
の
刺
激

を
与
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
落

痛
が
少
な
い
と
き
は
、
で
き
る
だ

け
散
歩
を
こ
こ
ろ
が
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。
逆
に
長
期
間
に

わ
た
る
コ
ル
セ
ッ
ト
の
装
着
は
骨

を
む
や
み
に
休
ま
せ
る
こ
と
に
な

り
避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

年
齢
と
と
も
に
骨
が
減
っ
て
い
く

の
は
人
間
の
宿
命
と
も
い
え
ま
す
。
 

あ
わ
て
ず
、
あ
せ
ら
ず
、
根
気
よ

く
つ
き
あ
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
 

(9）広報かなぎ 



伝

言

板
 

＠
届
い
て
い
ま
す
 

●

四
月
四
日
 
服
（
紺色
長
袖
）
、
 

靴
下
二
足
（
黒色
）
嘉
瀬

園
原

田
建
設
前
路
上
 

●

四
月
五
日
 
財
布

（
青色
、
一
一

つ
折
り
）
喜
良
市
生
活
改
善
セ

ン
タ
ー
前
電
話
ボ
ッ
ク
ス
内
 

●

四
月
七
日
 
自
転
車

（
黒色
、
 

軽
快
車
）
中
川
電
気
商
会
前
路

上
 

●

四
月
九
日
 
印
鑑
（
「泉
谷
」
名
）
 

角
田
靴
店
前
路
上
 

●

四
月
二
十
七
日
 
小
銭
入
れ
 

（
緑色
、円
形
）
金
木
タ
ウ
ン
セ

ン
タ

ー
ノ
ア
内
 

●

四
月
二
十
八
日
 
鍵
ニ
個
（
黄

色
の
ヒ
モ
付
き
、
ラ
ン
ド
セ
ル

型
マ
ス
コ
ツ
ト
付
き
）
喜
良
市

上
派
立
路
上
 

●

四
月
二
十
九
日
 
ク
ー
ラ
ー
ボ

ッ
ク
ス
（青
色
）
、ジ
ャ
ン
パ

ー
 

（
青色
）
芦
野
公
園
内
 

●

四
月
三
十
日
 
ゲ
ー
ム
ボ

ー
イ

を
フ
ー
（ク
リ
ァ
紫
色
、
ソ
フ
ト

付
き
）
、腕
時
計
（
丸
型
ス
テ
ン

レ
ス
、E
L
I
T
E
）芦
野
公
園

内
 

●

五
月
一
日
 
小
銭
入
れ

（黒
色
）
 

金
木
警
察
署
道
場
内
、
メ
ガ
ネ
 

（
銀
フ
レー
ム
）
芦
野
公
園
内
、
 

財
布

（
緑色
、
花
柄
）
芦
野
公

園
駅
付
近
 

●

五
月
四
日
 
財
布
（
黒色
）
、
エ

ル
ム
直
行
バ
ス
券
五
枚
 
新
岡

酒
店
前
路
上
 

●

五
月
五
日
 
腕
時
計

（
デジ
タ

ル
）
芦
野
公
園
内
 

●

五
月
八
日
 
自
転
車

（
銀色
）
 

金
木
小
学
校
敷
地
内
 

心
当
た
り
の
方
は
、
金
木
警
 

察
署
落
し
物
係
り
ま
で
 

＠
係
か
ら
 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し
た
 

い
方
は
企
画
観
光
課
ま
で
。
 

人

口
と

世
帯
 

、 

4 月末現在 前年同月比 

男 	5, 706人 △ 53人 

女 6,286人 △ 45人

計 11,992人 △ 98人 

世帯数 4,066 	 10 

ひ
ろ
か
 

黒
滝

大

翻

く
ん
 

2
月
2
6日
生
 

,
 

クと
と
力
の
よ
う
に
縦
に

大
 

き
く
元
気
に
育
っ
て
ね
 

（
母
 
美和
子
よ
り
）
 

ゆ
う
 
む
 

山
中

悠
夢
ち
ゃ

ん
 

4
月
1
4日
生
 

健
康
で
や
さ
し

い
子
に
育
 

っ
て
ね
。
宝
物
で
す
 

（
母
 里
佳
よ
り
）
 

[4 月届出分】 

[3月届出分】 

はじめまして 
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Hメlppv いec/cltnq 

戸
ー
 

ー
籍
 

窓
 

四
月
届
出

分
 

お
め

で
と

う
 

ゆ
、っ
 
む
 

悠
夢
（

利
昭
）
金
 

木
 

ま
さ
 
ひろ
 

正
大
（

広
伸
）
金
 

木
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

、
深
田
 
兆

（
厚
）

嘉
 
瀬
 

「
中
谷
 
貴
子
（
勝
治

）
金
 
木
 

『
奈
良
 

忍
（
新
一
）
喜
良

市
 

「
中
野
 
モ
モ
（
芳
孝
）
森
田

村
 

『
小
室
 
智
昭
（
照
男
）
岩
手
県
 

「
小
野
 
純
子

（俊
継
）
喜
良

市
 

お
 
く
 
や
 
み
 

下
 
み
よ
（

招
才
）
嘉
 

本
 
正
三
（

5
8才
）
金
 

三

上
 
裁

三

（8
0才
）
金

秋

元
 
ヒ
 
サ
（
7
2才
）
嘉

白

川
 
寛
造
（

6
8才
）
金

小
野
 

松
江
（

n
才
）
金

荒

関

ョ
シ
エ

（8
5才
）
金

鈴
木
 
フ
 
デ

（8
5才
）
蒔
 

こ
の
欄
は
金
木
町
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方
々
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
 

掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
町
民
課

窓
口
に
届
出
の
際
申
し出
て
く
だ
さ
 

い
。
 

善
意
を
あ
り
が
と
う
 

（敬
称
略
）
 

▼
金
木
町
へ
 

囲
野

宮
 

野
 
宮
 
英
 
明

（
中里
町
）
 

一
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
 

お
詫
び
と
訂
正
 

広
報
か
な
ぎ
四
月
号
に
誤
り
 

が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
て
 

お
詫
び
し
ま
す
。
 

▼
三
ペ
ー
ジ
 

「町
税
の
内
訳
」
表
右
上

の

単
位
の
円
が

千
円
と
な
っ

て
い

ま
し
た
。
 

金 木 

の
 

福 山 

士 中 

田 木 木 木 瀬 木 木 瀬 

ノ
 

広報かなぎ⑩ 


